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あるまち』実現予算
予算総額　94億7500万円

　

３
月
２
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
第
１
回
定
例
会
を
開
催
し
、
27
年
度
当
初
予
算
７
件
、
26
年
度
補
正
予
算
７
件
、

条
例
の
廃
止
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
条
例
の
制
定
８
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
３
件
、
発
議
案
４
件
を
審
議
し

可
決
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
1
件
を
同
意
し
た
。

○教育
・吉田町ラーニングプラン事業 ２９２４万円
・いじめ問題対策事業【新規】 １８万円
・通級指導教室事業 ６２万円
・教育環境の充実 １億５６２８万円
・ちいさな理科館事業 ８８２万円
・図書館事業 ５９５３万円

○健康づくり
・健康づくり事業 ２７３万円
・ウォーキングイベント開催【新規】 ６５万円
・ウォーキングマップ作成【新規】 ５３万円
・がん検診推進事業 ２６４５万円

○子育て支援・女性の活躍推進
・各自治会への女性登用インセンティブ【新規】 １２０万円
・こども発達支援事業 １８３９万円
・施設型給付費【新規】 １６１７万円
・子育てサポートの充実 １２４２万円
・こども医療費 １億４４８５万円
・不妊治療費（特定・一般） ９２５万円
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問　
各
自
治
会
へ
の
女

性
登
用
の
補
助
金

は
、
ど
の
よ
う
に
機
能
さ

せ
る
の
か
。

答　
自
治
会
で
補
助
金

の
使
い
道
は
、
自
由

で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、

女
性
登
用
の
環
境
を
整
え

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
あ

る
。問　

自
治
会
役
員
に
自

発
的
に
女
性
が
参
加

で
き
る
よ
う
な
環
境
が
必

要
と
思
う
が
。

答　
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

な
し
に
で
き
れ
ば
よ

い
が
、
多
く
の
場
合
は
前

例
に
従
い
男
性
が
受
け
継

い
で
い
る
。
改
革
す
る
た

め
の
動
機
づ
け
と
考
え
る
。

問　
男
性
に
お
い
て
も

自
ら
引
き
受
け
る
方

は
少
な
い
現
状
で
あ
る
が

女
性
登
用
の
形
が
で
き
る

ま
で
実
施
す
る
の
か
。

答　
男
女
に
関
わ
ら
ず

役
員
人
選
が
可
能
に

な
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

『豊かで勢いの
　吉田の賑わいづくり

一
般
会
計
質
疑

○津波防災対策
・内陸フロンティア推進事業 １７０７万円
・多目的広場整備事業【新規】 ４４４４万円
・防波堤機能強化事業【新規】 １０００万円
・避難路整備事業 ２億　７５４万円
・防災公園整備事業 ２億１６９９万円
・地域防災指導者養成講座開催 １８０万円
・各小中学校屋内運動場天井等落下防止事業 １億４９１８万円

○雇用確保対策
・内陸フロンティア推進事業（再掲） １７０７万円

（単位：万円以下切り捨て）
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継
続
し
な
い
。
お
お
む
ね

10
年
を
め
ど
に
３
年
ご
と

に
見
直
し
を
行
う
。

問　
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
の
設
計
委
託
は
、

橋
の
設
計
で
あ
る
が
、
現

地
は
狭
い
道
も
あ
り
、
全

体
的
な
構
想
は
。

答　
企
業
活
動
維
持
支

援
地
域
の
課
題
は
、

ア
ク
セ
ス
を
ど
う
す
る
か

で
あ
り
、
大
幡
川
幹
線
か

ら
を
検
討
し
て
い
る
。
全

体
の
計
画
地
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問　
カ
ム
カ
ム
補
助
金

の
今
後
は
。

答　
新
た
に
シ
ー
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
ー
構
想

の
取
り
組
み
も
あ
り
、
イ

ベ
ン
ト
事
業
を
更
に
進
め

る
。問　

飼
い
主
の
い
な
い

猫
不
妊
去
勢
手
術
補

助
金
が
、
大
幅
に
増
え
て

い
る
。
今
後
の
増
加
を
懸

念
す
る
が
、
他
の
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
５
年
間
で
頭
数
を

減
ら
す
計
画
で
あ
る
。

問　
大
井
川
清
流
緑
地

の
バ
イ
オ
ト
イ
レ

が
、
故
障
し
使
用
で
き
な

い
。
直
さ
な
い
の
か
。

答　
製
作
し
た
会
社
が

倒
産
し
修
理
で
き
な

い
。
ま
た
、
国
の
補
助
で

設
置
し
た
も
の
で
、
撤
去

も
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　
片
岡
区
内
の
し
ら

さ
ぎ
団
地
の
皆
さ
ん

が
津
波
避
難
先
を
苦
慮
さ

れ
て
い
る
が
。

答　
Ｎ
街
区
に
指
定
し

て
お
り
、
川
尻
会
館

が
避
難
先
で
あ
る
。
県
営

住
宅
や
民
間
の
共
同
住
宅

か
ら
、
避
難
ビ
ル
の
指
定

は
で
き
な
い
が
、
緊
急
時

利
用
の
許
可
を
受
け
て
い

る
の
で
、
組
単
位
で
模
索

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
津
波
避
難
訓
練
で

民
間
の
避
難
タ
ワ
ー

に
130
人
が
避
難
し
た
。
町

の
考
え
は
。

答　
指
定
の
Ｎ
街
区
の

避
難
先
に
逃
げ
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
に
逃
げ
て
も
良
い

が
、
町
は
安
全
が
保
た
れ

る
か
把
握
し
て
な
い
の
で

個
々
の
判
断
に
任
せ
て
い

る
。問　

町
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
安
全
安
心
で
あ

る
。
個
々
の
判
断
で
な

く
、
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答　
町
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
避
難

先
は
川
尻
会
館
で
あ
る

が
、
住
民
の
方
が
、
他
の

避
難
場
所
を
探
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

問　
各
小
中
学
校
体
育

館
の
天
井
落
下
防
止

工
事
予
算
を
計
上
し
て
あ

る
が
、
総
合
体
育
館
に
お

い
て
は
計
上
が
な
い
。
大

丈
夫
か
。

答　
体
育
館
も
順
次
手

を
付
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
先
ず

は
、
学
校
が
避
難
先
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
優
先

さ
せ
た
。

問　
教
員
補
助
員
の
体

制
は
。

答　

民間の津波避難タワー

総合体育館

教員補助員 人数
小学１年生向け ４人
中学１年生向け ２人
特別支援教育充実向け ６人
学校司書 ４人
ラーニングプラン ４人
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問　
国
際
理
解
教
育
推

進
事
業
の
内
容
は
。

答　
外
国
人
１
人
を
配

置
し
、
中
学
校
で
は

英
語
教
育
、
小
学
校
高
学

年
で
は
国
際
理
解
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

問　
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
の
指
定
管

理
料
200
万
円
は
、
大
き
な

金
額
で
あ
る
と
思
う
。
そ

の
根
拠
は
。

答　
電
気
料
、
水
道

料
、
材
料
費
や
清
掃

関
係
、
消
耗
品
、
人
件
費

な
ど
で
あ
る
。

問　
東
名
川
尻
幹
線
を

暫
定
供
用
す
る
と
い

う
事
で
整
備
事
業
費
が

１
８
３
７
万
円
程
計
上
さ

れ
、
右
折
車
線
工
事
が
行

わ
れ
る
。
こ
の
道
路
と
交

差
す
る
高
畑
高
島
線
の
信

号
機
設
置
の
問
題
を
ど
う

考
え
る
か
。

答　
信
号
機
が
つ
か
な

い
と
供
用
開
始
が
長

引
く
。
警
察
か
ら
一
番
最

初
に
付
け
る
と
聞
い
て
い

る
の
で
、
工
事
を
先
行
す

る
予
算
付
け
を
し
た
。

問　
ち
い
さ
な
理
科
館

の
新
規
事
業
は
。

答　
理
科
館
と
「
心
の

池
」
の
間
に
せ
せ
ら

ぎ
を
作
り
、
ホ
タ
ル
の
里

を
作
っ
て
い
く
。

問　
ホ
タ
ル
の
里
事
業

は
、
子
供
た
ち
を
呼

び
こ
み
盛
況
に
す
る
こ
と

が
目
的
か
。

答　
来
場
者
を
増
や
す

こ
と
も
あ
る
が
、
理

科
館
で
の
環
境
教
育
も
重

視
し
て
い
き
た
い
。

問　
臨
時
職
員
の
大
き

な
増
額
147
万
円
の
理

由
は
。

答　
理
科
館
の
館
長
の

勤
務
時
間
を
、
週
６

時
間
か
ら
１
日
６
時
間
に

増
加
し
た
。

問　
館
長
の
仕
事
が
増

加
し
た
理
由
は
。

答①
展
示
や
実
験
の
企
画

②
専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ
の

充
実

③
臨
時
職
員
へ
の
指
導

④
学
校
と
の
連
携
を
深
め

る
な
ど
で
あ
る
。

問　
事
業
規
模
が
拡
大

し
て
い
る
が
、
設
置

し
た
当
初
の
目
的
と
変

わ
っ
た
か
。

答　
方
向
転
換
は
な

い
。
ホ
タ
ル
の
里
の

関
係
事
業
は
、
最
少
の
経

費
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

う
。
あ
く
ま
で
も
内
容
の

充
実
の
た
め
に
館
長
の
賃

金
を
増
や
し
た
。

問　
新
し
い
館
長
の
経

歴
は
。

答　
館
長
は
、
運
営
全

般
と
運
営
ス
タ
ッ
フ

の
統
括
を
行
い
、
理
科
教

諭
と
教
育
全
般
の
識
見
を

有
す
る
方
で
あ
り
、
教
育

に
対
し
深
い
識
見
を
有

し
、
小
さ
な
理
科
館
の
設

置
に
関
わ
っ
た
方
で
あ
る
。

問　
新
し
い
館
長
は
、

ど
な
た
な
の
か
。

答　
小
さ
な
理
科
館
建

設
に
関
わ
っ
た
教
育

委
員
会
の
前
教
育
長
黒
田

氏
で
あ
る
。

問　
理
科
館
が
今
ま
で

以
上
に
、
実
験
の
回

数
や
来
場
数
が
増
え
、
理

科
に
興
味
を
持
つ
子
供
た

ち
が
増
加
す
る
こ
と
が
大

前
提
で
あ
る
。
自
信
は
あ

る
か
。

答　
学
校
の
先
生
方
の

協
力
を
得
て
、
講
座

数
を
増
や
し
て
い
る
。
小

中
学
校
の
理
科
主
任
の
会

合
を
行
い
、
学
校
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

ホタルの里づくり予定地（小さな理科館付近）

神戸コミュニティ広場

東名川尻幹線と高畑高島線の交差点
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問　
町
民
税
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
町

民
の
所
得
水
準
が
下
が
っ

た
の
か
。

答　
生
産
人
口
で
あ
る

給
与
所
得
者
が
前
年

と
比
べ
579
人
減
少
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ

る
。問　

吉
田
町
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
取
扱
加

盟
店
は
何
店
舗
か
。

答　
200
の
事
業
所
が
目

標
で
あ
る
。

問　
商
品
券
の
有
効
期

限
が
27
年
９
月
30
日

で
あ
る
が
、
使
用
忘
れ
の

な
い
よ
う
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

町
の
広
報
紙
で
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
く
。

問　
有
効
期
限
を
過
ぎ

た
場
合
は
、
使
用
は

で
き
な
い
の
か
。

答　
有
効
期
限
を
設
け

な
い
と
、
こ
の
事
業

に
支
障
が
出
る
の
で
、
使

用
で
き
な
い
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
対
象
が
、
27
年

４
月
か
ら
６
年
生
ま
で
に

拡
充
さ
れ
、
２
室
増
室
さ

れ
る
が
ど
こ
か
。

答　
中
央
小
学
校
体
育

館
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
と
神
戸
集
落
セ
ン

タ
ー
の
会
議
室
で
あ
る
。

問　
２
カ
所
増
室
し
た

が
、
増
加
見
込
み
の

把
握
は
し
た
の
か
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
把
握
し
た
。
住
吉

小
学
校
区
は
現
在
の
施
設

で
対
応
で
き
る
。

問　
神
戸
集
落
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
耐

震
性
は
大
丈
夫
か
。

答　
同
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
55
年
に
建
築
さ

れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

質
疑

4月から開設される放課後児童クラブ（神戸集落センター）

吉田町プレミアム商品券

・発行価格　１セット　10,000円
　　20％プレミアム付き
　　額面　12,000円　500円券　24枚綴り
・発行セット数　　15,000セット
・1世帯当たり3セットまで購入可能
・町民先行発売（3月29日、30日、31日）
・有効期限　27年4月1日～27年9月30日

発行：吉田町プレミアム商品券発行事業実行委員会

平成27年 4月 1 日 （水）～
平成27年 9月30日 （水）

有 効 期 間

No.

吉田町プレミアム商品券

見 本

26年度　一般会計補正予算
◎　歳出の特徴
＊「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」に係る国の補正予算に呼応した分
○　プレミアム商品券発行事業　　　　　　　　　　　　　３３００万円
○　地方人口ビジョン・地方版総合戦略策定調査事業　　　　４９０万円
○　地域のにぎわい創生事業　　　　　　　　　　　　　　　５５０万円
○　妊娠・出産・母子保健支援体制強化事業　　　　　　　１６６６万円
○　青年就農給付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　１５０万円
＊既決予算の増額補正分
○　心身障害者自立支援事業費　　　　　　　　　　　　　３０９９万円
○　放課後児童健全育成事業　　　　　　　　　　　　　　　　２７万円
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造
り
で
あ
る
。
平
成
18
年

に
耐
震
診
断
で
大
丈
夫
と

の
結
果
が
出
て
い
る
。

問　
高
齢
者
人
材
活
用

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る

が
、
周
辺
道
路
よ
り
敷
地

が
だ
い
ぶ
低
く
な
っ
て
い

る
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
が

あ
る
と
、
調
整
池
機
能
を

持
つ
駐
車
場
に
水
が
た
ま

り
、
利
用
す
る
高
齢
者
が

不
便
に
な
る
と
思
う
が
、

設
計
時
に
そ
こ
は
考
え
た

の
か
。

答　
駐
車
場
を
調
整
池

に
し
て
あ
る
が
、
南

側
に
排
水
路
が
あ
り
、
水

が
流
れ
る
の
で
、
心
配
は

な
い
と
考
え
る
。

問　
観
光
振
興
費
で
設

計
委
託
料
が
減
額
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
交
流

拠
点
施
設
の
関
係
で
、
吉

田
町
魅
力
創
造
委
員
会
が

関
係
し
て
い
る
が
、
26
年

度
末
で
任
期
が
切
れ
る
。

こ
の
後
ど
う
な
る
か
。

答　
同
委
員
会
は
、
３

年
間
継
続
す
る
予
定

で
あ
る
。

問　
能
満
寺
山
公
園
の

整
備
事
業
が
減
額
さ

れ
て
い
る
。
用
地
交
渉
が

不
調
に
終
わ
っ
た
と
聞
い

た
が
、
今
後
ど
う
す
る
の

か
。答　

粘
り
強
く
、
交
渉

し
て
い
く
。

問　
健
康
増
進
事
業
費

で
各
種
が
ん
検
診
の

委
託
料
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
マ
イ
ナ
ス
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

答　
当
初
の
計
画
値
で

は
、
国
の
検
診
率
よ

り
も
５
％
多
く
し
、
予
算

も
計
上
し
た
が
届
か
な
か

っ
た
。
検
診
率
が
向
上
す

る
よ
う
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

特
別
会
計
総
額
予
算
は
、

67
億
２
１
５
５
万
円
で
前

年
度
よ
り
６
億
７
１
２
７

万
円
と
大
幅
な
増
額
と
な

っ
た
。

◇
介
護
保
険
事
業
会
計

問　
介
護
保
険
料
が
上

が
っ
た
理
由
は
。

答　
27
年
度
か
ら
３
カ

年
の
事
業
内
容
お
よ

び
介
護
認
定
者
の
増
員
な

ど
を
見
込
み
月
額
４
８
０

０
円
に
上
げ
た
。

問　
近
隣
市
町
の
介
護

保
険
料
は
。

答　
牧
之
原
市
・
川
根

本
町
は
、
月
額
５
０

０
０
円
以
上
に
増
額
。

◇
公
共
下
水
道
事
業
会
計

問　
浄
化
セ
ン
タ
ー
建

設
費
の
う
ち
、
工
事

請
負
費
３
億
８
１
０
０
万

円
の
施
設
整
備
費
は
、
ど

の
施
設
を
整
備
す
る
の
か
。

答　
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
27
年
度
、

28
年
度
の
２
カ
年
で
国
庫

補
助
金
を
利
用
し
て
機
械

お
よ
び
電
気
設
備
を
更
新

す
る
。

問　
前
期
の
長
寿
命
化

計
画
を
組
み
込
ん
だ

下
水
道
事
業
の
見
直
し
計

画
は
。

答　
国
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
長
寿
命
化
事

業
に
新
た
に
維
持
管
理
事

業
を
取
り
組
ん
だ
事
業
管

理
計
画
を
策
定
し
て
公
共

下
水
道
事
業
を
施
行
す
る
。

27
年
度
特
別
会
計
予
算

総
額
67
億
２
１
５
５
万
円

特別会計（内訳） 単位：千円
事業名 本年度 前年度 差引増減

土地取得 15,053 84,728 △69,675

国民健康保険 3,293,376 2,872,203 421,173

後期高齢者医療 214,756 214,513 243

介護保険 1,832,772 1,892,084 △59,312

公共下水道 1,365,599 986,754 378,845

合　計 6,721,556 6,050,282 671,274

水道事業会計（内訳） 単位：千円
区　分 収　入 支　出 差引増減

収益的収支 581,380 555,559 25,821

資本的収支 31,747 375,135 △343,388

高齢者人材活用センター
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○
吉
田
町
立
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
設
置
条
例

　

吉
田
町
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場

吉
田
町
神
戸
３
０
８
０
番

地
の
１

○
吉
田
町
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例

　

高
齢
化
お
よ
び
介
護
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
新
し

い
事
業
の
創
設
な
ど
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
人
員
を
増

員
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
の
会
議
室
を
使
用
す

る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

◇
町
立
住
吉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

大
浜
自
主
防
災
会

◇
吉
田
町
高
齢
者
人
材
活

用
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人

吉
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

◇
吉
田
町
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場

北
区
自
治
会

人
事
案
件

○
吉
田
町
固
定
資
産
評
価

委
員

　

桐
田　

不
二
雄　

氏

　

昭
和
24
年
1
月
13
日

　

片
岡
２
６
１
１
番
地
5

吉
田
町
か
ら 
い
じ
め
を
な
く
す

○
吉
田
町
い
じ
め
防
止
条

例
　

町
、
教
育
委
員
会
、
学

校
お
よ
び
学
校
の
教
職

員
、
保
護
者
、
住
民
、
事

業
者
、
児
童
な
ど
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
、
い
じ
め

の
防
止
な
ど
の
た
め
の
基

本
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
い
じ
め
の
防
止
等

の
た
め
の
対
策
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
。

問　
低
学
年
児
童
の
い

じ
め
の
判
断
は
ど
う

か
。答　

児
童
が
い
じ
め
と

感
じ
た
時
点
で
判
断

す
る
。
い
じ
め
は
い
け
な

い
こ
と
を
教
え
て
い
く
。

問　
条
例
制
定
に
よ
り

学
校
は
ど
う
変
わ
る

の
か
。

答　
い
じ
め
に
対
し
、

教
員
の
意
識
が
高
ま

り
、
安
心
し
て
指
導
が
で

き
る
と
考
え
る
。

○
吉
田
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
に
関
す
る
条

例問　
教
育
長
の
権
限
と

責
任
が
強
化
さ
れ
る

以
上
、
所
信
表
明
は
あ
る

の
か
。

答　
条
例
に
そ
の
よ
う

な
規
定
は
な
い
。

○
特
別
職
で
常
勤
の
も
の

の
給
料
の
減
額
に
関
す
る

条
例

　

町
長
の
給
料
月
額
の
100

分
の
10
を
減
額
す
る
。

27
年
4
月
30
日
限
り
。

問　
住
民
訴
訟
は
上
告

さ
れ
た
。
今
後
に
お

い
て
も
、
行
政
の
継
続
性

の
観
点
か
ら
減
給
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

答　
新
た
な
事
実
が
認

定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の

時
点
で
適
切
に
対
応
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

○
吉
田
町
介
護
保
険
条
例

　

27
年
度
か
ら
29
年
度
ま

で
の
介
護
保
険
料
を
改
め

る
。問　

基
準
額
が
４
８
０

０
円
に
な
る
。
地
域

支
援
事
業
と
対
象
住
民
の

参
加
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　
地
域
包
括
支
援
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、

住
民
意
識
の
向
上
を
図
る
。

問　
認
知
症
対
策
の
推

進
は
。

答　
（
仮
）
認
知
症
対

策
委
員
会
で
は
関
係

団
体
か
ら
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

行
い
、
日
常
ケ
ア
に
つ
な

げ
た
い
。

○
吉
田
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例

　

吉
田
町
高
齢
者
人
材
活

用
セ
ン
タ
ー

吉
田
町
片
岡
671
番
地
の
１

問　
愛
称
は
考
え
て
い

る
か
。

答　
愛
称
も
含
め
て
高

齢
者
が
行
き
や
す
い

施
設
に
な
る
よ
う
検
討
す

る
。

住吉コミュニティ防災センター

地域包括支援センター
8よしだ議会だより 第77号



発　
　

議

○
増
田
宏
胤
議
員
に
対
し

不
当
利
得
退
職
金
の
返
還

を
求
め
る
決
議

　

平
成
22
年
（
行
ウ
）
第

16
号
違
法
公
金
支
出
金
返

還
請
求
事
件
の
判
決
が
平

成
26
年
12
月
25
日
に
言
い

渡
さ
れ
た
。
当
該
判
決
の

中
で
、
平
成
11
年
４
月
19

日
付
け
の
増
田
宏
胤
氏
の

退
職
は
勧
奨
退
職
の
事
例

に
は
該
当
し
な
い
と
断
定

さ
れ
、
勧
奨
退
職
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
割
増
支
給

を
受
け
た
790
万
２
０
０
８

円
は
不
当
利
得
で
あ
る
こ

と
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
の

不
当
利
得
に
対
し
、
町
は

返
還
請
求
権
を
有
し
て
い

る
も
の
の
時
効
に
よ
り
当

該
請
求
権
は
消
滅
し
て
い

る
と
の
判
決
内
容
で
あ
っ

た
。
当
該
判
決
に
関
し
、

不
当
利
得
認
定
部
分
に
つ

い
て
は
、
被
告
側
は
控
訴

し
て
お
ら
ず
、
原
告
側
も

争
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
増
田
宏
胤
氏
は
、
現

に
不
当
利
得
で
得
た
790
万

２
０
０
８
円
を
私
有
し
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

当
該
事
件
に
係
る
退
職
者

の
増
田
宏
胤
議
員
は
、
現

職
の
吉
田
町
議
会
議
員
の

身
分
に
あ
り
、
率
先
し
て

町
民
の
利
益
を
守
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
公
人
の

立
場
に
あ
る
。
ま
た
、
吉

田
町
議
会
で
あ
る
か
ら
に

は
、
吉
田
町
議
会
基
本
条

例
第
３
条
第
２
号
及
び
第

３
号
並
び
に
第
４
条
第
１

項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
増
田
宏
胤
議

員
に
対
し
、
町
民
に
損
害

を
与
え
た
と
認
定
で
き
る

不
当
利
得
相
当
額
790
万
２

０
０
８
円
の
金
員
を
早
急

に
町
に
返
還
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
。

平
成
27
年
３
月
16
日

○
増
田
宏
胤
議
員
の
辞
職

勧
告
決
議

　

増
田
宏
胤
議
員
は
、
平

成
27
年
第
１
回
吉
田
町
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
全
会

一
致
で
議
決
し
た
『
増
田

宏
胤
議
員
に
対
し
不
当
利

得
退
職
金
受
給
に
関
す
る

説
明
責
任
を
求
め
る
決

議
』
に
対
し
、
未
だ
に
何

ら
説
明
の
機
会
を
設
け
て

お
ら
ず
、
町
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
第
１

回
吉
田
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
全
会
一
致
で
議
決

し
た
『
増
田
宏
胤
議
員
に

対
し
不
当
利
得
退
職
金
返

還
を
求
め
る
決
議
』
に
対

し
て
も
、
何
ら
意
思
表
示

が
な
い
。
こ
れ
ら
増
田
宏

胤
議
員
の
行
為
は
、
吉
田

町
議
会
基
本
条
例
第
３
条

第
２
号
及
び
第
３
号
並
び

に
第
４
条
第
１
項
に
抵
触

す
る
行
為
で
あ
り
、
ま

た
、
町
民
の
負
託
を
厳
粛

に
受
け
止
め
、
常
に
町
民

全
体
の
代
表
者
で
あ
る
と

と
も
に
奉
仕
者
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
町
議
会
議
員

の
職
責
を
果
た
す
べ
く
資

質
に
欠
け
る
行
為
と
断
じ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

よ
っ
て
、
増
田
宏
胤
議

員
の
辞
職
を
勧
告
す
る
。

平
成
27
年
３
月
18
日

第
１
回
臨
時
会 

　
　

 

２７
年
1
月
15
日

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

問　
今
回
の
改
正
は
、

指
定
病
院
な
ど
に
お

け
る
不
在
者
投
票
の
外
部

立
会
人
が
新
た
に
設
け
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ

が
そ
の
背
景
は
。

答　
施
設
の
中
で
行
わ

れ
て
い
る
投
票
が
、

密
室
の
中
で
行
わ
れ
、
公

平
性
が
保
た
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
事

が
あ
り
、
外
部
立
会
人
を

選
任
で
き
る
制
度
に
な
っ

た
。問　

国
で
は
19
年
に
報

酬
の
改
正
を
行
っ
た

が
、
な
ぜ
今
回
か
。

答　
当
時
、
期
日
前
投

票
な
ど
が
新
た
に
制

度
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、

額
を
下
げ
る
の
が
大
変

だ
っ
た
。
今
回
新
た
に
外

部
立
会
人
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
他
の
立
会

人
の
報
酬
な
ど
と
の
整
合

性
や
、
他
市
町
と
の
か
か

わ
り
も
あ
り
改
正
が
必
要

で
あ
る
。

問　
今
回
は
、
特
別
職

と
非
常
勤
の
報
酬
の

改
正
で
あ
る
。
職
員
も
選

挙
事
務
に
従
事
し
て
い
る

が
ど
う
か
。

答　
職
員
は
時
間
外
で

対
応
を
し
て
い
る
。

発　
　

議

○
増
田
宏
胤
議
員
に
対
し

不
当
利
得
退
職
金
受
給
に

関
す
る
説
明
責
任
を
求
め

る
決
議

　

増
田
宏
胤
議
員
が
、
自

ら
の
町
職
員
退
職
の
際
に

受
給
し
た
退
職
金
に
つ
い

て
、
平
成
22
年
8
月
11
日

に
住
民
訴
訟
が
提
訴
さ

れ
、
平
成
26
年
12
月
25
日

の
判
決
で
は
、
勧
奨
退
職

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
、
そ
の
違

法
性
を
認
め
る
判
決
が
出

さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
時
効
に
よ
り
町
の
請

求
権
は
失
な
っ
て
い
る
と

の
判
決
で
あ
っ
た
。
吉
田

町
議
会
は
議
会
お
よ
び
議

員
の
活
動
原
則
並
び
に
議

会
運
営
の
公
開
性
、
公
平

性
及
び
透
明
性
を
担
保
す

る
た
め
に
、
平
成
26
年
3

月
、
吉
田
町
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
た
。
同
条
例

第
4
条
、
議
会
の
行
為
規

範
に
お
い
て
「
議
員
は
自

ら
が
町
民
の
代
表
者
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
公
平

性
及
び
透
明
性
を
重
ん
じ

て
行
動
し
、
町
民
に
疑
惑

や
不
信
を
招
く
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」と
謳
っ
て
い
る
。

　

こ
の
度
の
住
民
訴
訟
判

決
は
、
町
民
に
、
議
員
及

び
議
会
に
対
す
る
不
信
を

招
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
従
っ
て
、
吉
田
町

議
会
と
し
て
増
田
宏
胤
議

員
に
対
し
、
不
当
利
得
退

職
金
受
給
に
関
し
、
本
会

議
に
て
町
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
強
く
求

め
る
。

平
成
27
年
1
月
15
日
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一般質問

藤　田　和　寿　議員

町が目指す教育について問

保育園、幼稚園と小中学校間で一貫した教育答
　

地
方
教
育
行
政
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
制
度
が

４
月
か
ら
変
わ
る
。
教
育

行
政
に
お
け
る
課
題
と
目

指
す
方
向
に
つ
い
て
聞
い

た
。問　

喫
緊
の
教
育
行
政

の
課
題
は
。

答　
２
項
目
あ
り
、
そ

の
解
決
に
向
け
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。

問　
新
教
育
長
の
設
置

で
改
善
す
る
こ
と
は
。

答　
常
勤
の
教
育
長
へ

責
任
が
明
確
化
さ
れ
、

教
育
委
員
会
会
議
の
主
宰

者
と
な
り
、
会
議
を
適
時

招
集
し
、
活
性
化
す
る
。

問　
町
長
が
教
育
長
を

任
命
す
る
責
任
は
。

答　
あ
る
。

問　
教
育
委
員
会
の
公

開
は
。

答　
従
来
通
り
原
則
公

開
で
あ
る
。

問　
町
長
と
教
育
委
員

会
に
よ
る
「
総
合
教

育
会
議
」
の
効
果
は
。

答　
自
由
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
教
育
、

学
術
お
よ
び
文
化
の
振
興

を
図
る
重
点
的
施
策
の
協

議
と
調
整
が
可

能
と
な
る
。

問　
教
科
書
採

択
は
、
議
題

と
な
る
の
か
。

答　
教
育
は

政
治
的
に

中
立
で
あ
り
、

議
題
と
な
る
こ

と
は
な
い
。

問　
小
中
一

貫
教
育
を

実
施
す
る
学
校

の
調
査
で
、
87
％

が
よ
い
結
果
で

あ
る
。
小
中
一

貫
校
の
検
討
は

す
る
の
か
。

答　
３
小
学
校
の
ほ
と

ん
ど
の
児
童
が
、
吉

田
中
学
校
に
入
学
す
る
。

小
・
中
学
校
が
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
施
策
を
打
ち

出
せ
る
と
考
え
る
。
さ
ら

に
、
保
育
園
、
幼
稚
園
と

小
中
学
校
間
で
一
貫
し
た

教
育
が
で
き
れ
ば
、
よ
り

良
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
。

課　

題

教員への指導体制など教
育委員会の体制の充実

いじめなどの問題が発生
した際における教育委員
会の迅速な対応

対　

策

教員の自己啓発と吉田町
ラーニングプラン事業で、
経験の浅い教員や臨時講
師へ指導を図る

吉田町いじめ防止条例を
制定し、重大事態の対応
をあらかじめ定め、備え
る

文部科学省パンフレットより「教育委員会制度、こう変わる」
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一般質問

吉田町公共下水道事業について問

事業費概算　４２９億円答
　

吉
田
町
公
共
下
水
道
事

業
計
画
は
、
平
成
元
年
に

策
定
し
、
全
体
目
標
年
次

を
22
年
、
計
画
区
域
面
積

826
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画
人

口
２
万
８
０
０
０
人
と
し

た
。
13
年
度
に
全
体
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
計
画

目
標
年
次
を
32
年
度
、
計

画
区
域
面
積
を
920
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
変
更
し
て
い
る
。

　

事
業
認
可
区
域
は
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
吉
田
町

全
域
を
カ
バ
ー
す

る
も
の
で
は
な
い
。

問　
現
在
の
許

認
可
区
域
に

お
い
て
、
完
成
後

の
費
用
を
試
算
し

て
い
る
か
。

答　
現
行
の
事

業
計
画
は
、

計
画
区
域
を
340
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
し
て

い
る
。
管
き
ょ
建

設
費
が
156
億
900
万

円
、
処
理
場
建
設

費
が
58
億
４
５
０

０
万
円
の
合
計
214

億
５
４
０
０
万
円

で
あ
り
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
維
持
管
理
費
は
、

７
年
度
か
ら
29
年
度
に
か

け
た
試
算
の
合
計
は
24
億

９
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

問　
全
体
計
画
の
見
直

し
は
、
27
年
度
、
28

年
度
と
聞
い
た
。
何
を
見

直
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　
27
年
度
は
、
全
体

計
画
の
基
礎
的
な
調

査
や
基
本
的
な
方
向
で
あ

る
経
済
性
を
基
に
し
た
集

合
処
理
と
個
別
処
理
の
比

較
を
行
っ
た
う
え
で
、
整

備
時
期
、
地
域
特
性
、
住

民
の
意
向
を
考
慮
し
て
、

集
合
処
理
と
個
別
処
理
区

域
の
設
定
を
行
う
。

問　
北
区
に
は
２
５
１

６
世
帯
、
約
２
０
０

０
棟
あ
る
。
下
水
道
だ
と

200
億
円
位
か
か
る
と
思
う

が
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で

あ
れ
ば
20
億
円
位
で
あ

る
。
借
金
を
孫
に
残
す
こ

と
に
な
る
。
計
画
区
域
の

縮
小
や
、
止
め
る
英
断
が

必
要
と
お
も
う
が
ど
う
か
。

答　
公
共
下
水
道
の
整

備
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
。
特
別
会
計
で

行
っ
て
い
る
が
企
業
会
計

に
移
す
事
業
で
あ
る
と
考

え
る
。

山　内　　均　議員

浄化センター資料
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一般質問

浜田土地区画整理事業と周辺整備は問

魅力あふれる賑わいゾーンに変貌答
　

浜
田
土
地
区
画
整
理
事

業
の
早
期
完
成
と
保
留
地

処
分
を
実
施
す
る
こ
と

が
、
定
住
人
口
の
増
加
や

大
型
商
業
施
設
誘
致
に
つ

な
が
る
と
考
え
質
問
し
た
。

問　
当
該
事
業
の
進
捗

を
拒
む
課
題
と
町
の

対
応
は
。

答　
町
が
把
握
し
て
い

る
課
題
は
、
資
金
面

で
は
、
保
留
地
処
分
や
国

庫
補
助
金
な
ど
に
高
度
な

判
断
力
と
管
理
能
力
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
技
術

管
理
面
で
は
、
事
業
量
の

増
加
に
伴
い
人
的
な
体
制

強
化
が
望
ま
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
組
合
と
協

議
す
る
中
で
、
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
く
。

問　
津
波
防
災
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
浜
田

土
地
区
画
整
理
の
位
置
付

け
は
。

答　
町
は
、
沿
岸
部
に

防
災
機
能
を
強
化
し

た
新
た
な
賑
わ
い
の
場
を

創
出
す
る
事
業
を
展
開
す

る
構
想
の
も
と
で
津
波
防

災
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
当
該
区
域
は
、
津

波
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
効

果
を
最
も
直
接
的
に
享
受

し
、
町
全
体
の
賑
わ
い
づ

く
り
に
貢
献
す
る
地
域
と

位
置
付
け
て
い
る
。

問　
防
潮
堤
の
整
備
は
。

答　
国
直
轄
の
駿
河
海

岸
を
保
全
す
る
た
め

の
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
検
討
会
の
結
論
を

も
っ
て
整
備
に
取
り
掛
か

る
最
初
の
工
事
箇
所
が
川

尻
海
岸
を
中
心
と
す
る
直

轄
海
岸
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
。
ま
た
、
吉
田
漁
港

区
域
の
防
災
機
能
強
化
も

同
時
に
進
め
る
。
ま
ず

は
、
吉
田
漁
港
か
ら
吉
田

公
園
ま
で
の
間
の
海
岸
線

に
、
海
浜
回
廊
と
な
る
高

台
を
つ
く
り
、
吉
田
漁
港

付
近
に
は
水
産
振
興
に
つ

な
が
る
多
目
的
広
場
を
整

備
す
る
。

問　
浜
田
地
区
の
賑
わ

い
創
出
と
シ
ー
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
は
。

答　
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
は

吉
田
公
園
か
ら
吉
田

漁
港
を
海
浜
回
廊
で
結
ぶ

賑
わ
い
拠
点
。
吉
田
公
園

や
海
浜
回
廊
で
の
散
策
、

吉
田
漁
港
多
目
的
広
場
で

地
場
産
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
こ
の
人
の
流
れ

が
浜
田
地
区
に
活
気
を
も

た
ら
す
よ
う
に
誘
導
し
て

い
く
。

大　塚　邦　子　議員

地場産直売イベント（しらすマーケット）

浜田土地区画整理地内
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【
経
緯
】

　
『
産
業
・
観
光
な
ど
の

交
流
拠
点
に
つ
い
て
』
町

が
考
え
る
交
流
拠
点
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
た
。

１
月
15
日
（
木
）

　

産
業
課
に
対
し
、「
交

流
拠
点
」
に
対
す
る
調
査

内
容
を
決
定
し
た
。

【
調
査
内
容
】

・
魅
力
創
造
委
員
会
と
産

業
課
の
事
業
に
つ
い
て
。

・「
交
流
拠
点
」
に
対
す

る
産
業
課
の
考
え
。

１
月
20
日
（
火
）

　

産
業
課
へ
の
調
査

【
質
問
と
回
答
】

⑴
現
状
と
予
算
の
執
行
状

況
は
。

・
基
本
設
計
費
と
し
て
、

500
万
円
計
上
し
て
あ
る
が

年
度
内
の
執
行
は
今
の
と

こ
ろ
難
し
い
。

⑵
年
度
内
の
予
定
と
今
後

の
計
画
は
。

・
魅
力
創
造
委
員
会
の
任

期
が
27
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
す

る
か
は
今
後
決
定
し
て
い

く
。

⑶
交
流
拠
点
に
対
す
る
考

え
と
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

・
町
の
す
べ
て
の
情
報
や

特
産
品
が
手
に
入
り
、
食

べ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な

場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
行

け
ば
他
所
か
ら
来
た
方
が

何
か
し
ら
情
報
が
得
ら
れ

る
と
こ
ろ
を
作
り
た
い
。

２
月
23
日
（
月
）

・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
協
議
。

　

調
査
事
項
に
つ
い
て
、

３
月
18
日
の
本
会
議
に
お

い
て
最
終
報
告
を
議
長
に

提
出
し
、
交
流
拠
点
の
調

査
・
研
究
を
終
了
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

�

委
員
長　
山
内　
均

　

吉
田
町
議
会
基
本
条
例

第
13
条
議
会
の
評
価
に
基

づ
き
、
26
年
度
の
議
員
目

標
お
よ
び
議
会
目
標
に
対

し
て
自
己
評
価
を
行
っ
た
。

１
．
議
員
自
己
評
価

（
各
議
員
抜
粋
を
掲
載
）

【
①
課
題
②
評
価
（
◎
設

定
以
上
に
で
き
た
・
○
設

定
ど
お
り
に
で
き
た
・
△

設
定
に
は
足
り
な
か
っ

た
・
×
で
き
な
か
っ
た
）

③
理
由
】

１
番　
増
田　
剛
士

①
本
議
会
に
お
け
る
質
疑

内
容
の
充
実
。
②
△
③
自

己
満
足
で
終
わ
っ
て
い
る

面
が
あ
り
、
町
民
へ
の
説

明
に
足
り
る
段
階
ま
で
で

き
て
い
な
い
。

２
番　
杉
本　
幸
正

①
議
員
責
任
の
遂
行
。
②

△
③
個
人
の
議
会
報
告
会

で
議
会
、
行
政
の
報
告
お

よ
び
町
民
の
意
見
を
聞

き
、
あ
る
程
度
は
目
標
に

取
り
組
ん
だ
。

３
番　
山
内　
均

①
議
員
活
動
の
充
実
。
②

◎
③
町
に
出
て
対
話
を
広

げ
、
そ
の
中
で
議
会
で
の

質
問
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

５
番　
三
輪　
正
邦

①
議
員
の
政
治
論
理
。
②

○
③
議
員
と
し
て
最
も
基

本
的
な
も
の
で
、
過
去
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

６
番　
枝
村　
和
秋

①
町
政
の
課
題
と
町
民
の

意
見
の
的
確
な
把
握
が
欠

け
て
い
る
。
②
△
③
意
見

を
聴
く
機
会
が
ま
だ
ま
だ

足
り
な
い
。

８
番　
吉
永　
滿
榮　

①
議
員
の
行
為
規
範
に
対

し
て
、
問
題
解
決
を
図

り
、
町
民
の
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
て
活
動
す
る
。

②
○
③
公
正
性
を
認
め
責

任
を
果
す
責
務
が
あ
る
。

９
番　
大
塚　
邦
子

①
議
員
及
び
議
会
活
動
を

通
じ
、
活
力
あ
る
住
み
よ

い
吉
田
町
を
町
民
が
実
感

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
②

○
③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
準

備
会
を
立
ち
上
げ
、
４
月

設
立
の
予
定
で
あ
る
。

10
番　
増
田　
宏
胤

①
行
政
分
野
の
取
り
組

み
。
②
○
③
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
基
に
町
民
の
た
め

に
努
力
し
た
。

11
番　
河
原
崎　
曻
司

①
議
員
の
使
命
自
己
研

鑽
。
②
○
③
町
民
の
意
見

を
積
極
的
に
聞
き
入
れ
よ

り
良
い
取
り
組
み
が
で
き

た
。

12
番　
藤
田　
和
寿

①
課
題
調
査
。
②
△
③
会

合
な
ど
に
出
掛
け
、
課
題

調
査
を
行
っ
た
が
、
ま
だ

ま
だ
網
羅
し
き
れ
な
か
っ

た
。

13
番　
八
木　
栄

①
一
般
質
問
。
②
○
③
実

施
で
き
た
。

詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
へ

産

業

建

設

常

任

委

員

会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

「交流拠点候補地」としての展望台小山城前広場
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目標 課題 取組内容 各議員評価 評価 評価理由

議
会
に
対
し
て

会議の
活性化

情報・問
題の共有

⃝　議員活動で得た
情報・資料の共
有化・分析する。

⃝　生の意見（現場
の声）を確認し
共有する。

○＝４

△

　新たに議員懇談会を定期的に開
催し、各議員の持つ情報の共有化
に取り組み始めた。情報から常任
委員会などで調査し、取り組んだ
事例もあったが、積極的な共有化
まで至っていない。

△＝７

×＝０

質疑討論
の充実

⃝　論点整理の充実
を図る。

⃝　議案の審議方法
を変更する。

○＝３

△

　全員協議会で、論点整理の時間
を取るようにしたが、質疑内容の
確認までにとどまり、論点を明確
に整理するための自由討論が少な
かった。審議方法を変更したが、
更なる改善の余地があり協議が必
要である。

△＝７

×＝1

議会の
情報発
信

議会広報
の充実

⃝　多様な広報手段
を推進する。

⃝　議会内のＩＣＴ
化を図る。

○＝６

○

　ＩＣＴ化に関し、事務連絡をメー
ル発信とし推進できた。ホーム
ページの充実を図り情報を発信し
たが、タイムリーな発信ができな
かった。議会資料を置く、議会コー
ナーを設置できなかった。

△＝５

×＝０

町
民
に
対
し
て

議会報
告会の
充実

参加者の
拡大

⃝　町民との情報交
換と意見交換の
充実を図る。

⃝　分かりやすい資
料を作成する。

○＝８

○

　内容を工夫し報告が充実したた
め、多くの町民と意見交換ができ
た。リピーターの増加と新規参加
者拡大のため、町民が議会に求め
ている内容を理解した報告の検討
が必要である。

△＝２

×＝1

出前会
議の開
催

開催要綱
の作成と
周知

⃝　出前会議の開催
要綱を６月末ま
でに作成し、町
民に広報する。

○＝２

△
　開催要綱を作成したが、町民へ
の積極的な周知が足りず、出前会
議の開催に至らなかった。

△＝５

×＝４

評価基準を『設定以上にできた⇒◎・設定どおりにできた⇒○・設定には足りなかった⇒△・できなかった⇒×』
として、全議員が自己評価し、多数の意見を議会の自己評価とした。

議会改革特別委員会
委員長　藤田和寿

26年度議会目標に対する議会の自己評価の結果
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【�

目�

的�

】

　

川
根
本
町
・
森
町
・
吉

田
町
の
３
町
が
合
同
で
研

修
会
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
課
題
・
問
題
点
を
検

討
し
合
い
、
よ
り
良
い
議

会
の
在
り
方
を
協
議
す
る
。

【�

研�

修�

会�

】

　

27
年
２
月
２
日　

川
根

本
町
文
化
会
館
に
お
い

て
、
開
催
。

　

３
分
科
会
に
分
か
れ
協

議
・
検
討
し
た
。

①
第
１
分
科
会
。

議
会
運
営
に
つ
い

て
。

・
全
員
協
議
会
・

議
会
委
員
会
の

位
置
づ
け

・
内
容
開
催
方
法

・
行
政
提
案
の
判

断
②
第
２
分
科
会
。

委
員
会
・
一
般
質

問
に
つ
い
て
。

・
各
委
員
の
活
動

状
況

・
質
問
の
提
出
時
期
、
内

容
調
整
、
質
問
方
法

・
質
問
と
行
政
の
関
わ
り

に
つ
い
て
（
政
策
提
案

に
対
す
る
行
政
の
対

応
）

③
第
３
分
科
会
。

広
報
・
議
会
報
告
会
に
つ

い
て
。

・
議
会
だ
よ
り
の
編
集

・
議
会
報
告
会
の
実
施
状

況
、
開
催
後
の
対
応

【�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

の
意
義�

】

　

吉
田
町
議
会
基
本
条
例

第
３
章
議
会
活
動
、
第
５

条
に
は
、
議
会
の
公
開

性
、
公
正
性
、
透
明
性
を

確
保
し
て
活
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
。

　

町
の
み
な
さ
ん
に
開
か

れ
た
議
会
を
実
現
す
る
手

段
と
し
て
、
議
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
導
入
や

録
画
映
像
を
配
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
議
会
の
情
報

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
知
ら

せ
で
き
、
議
会
に
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
け
る
。

【�

目�

的�

】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
本
会
議
の
動
画
配

信
を
行
う
こ
と
で
、
議
決

決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を

含
め
た
議
論
を
展
開
で
き

る
。
最
良
の
意
思
決
定
を

行
う
様
子
を
広
く
町
民
に

公
開
し
、
町
民
と
と
も
に

「
町
づ
く
り
」
の
推
進
に

寄
与
す
る
。

【�

研�

修�

会�

】

　

27
年
２
月
９
日
（
月
）

　

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
展
望
と

題
し
た
講
議
を
ア
イ
シ
ー

テ
ィ
ー
推
進
部
会
の
君
島

雄
一
郎
氏
を
講
師
に
迎
え

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た

講
議
を
行
っ
た
。
操
作
を

学
ぶ
と
と
も
に
利
便
性
・

有
効
性
を
確
認
し
た
。

【�

有�

効�

性�

】

①
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
全

体
と
し
て
向
上
す
る
。

②
常
に
最
新
の
情
報
を
組

織
全
員
が
共
有
で
き
る
。

③
有
用
な
情
報
を
集
め
判

断
能
力
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
。

④
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

⑤
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
豊

富
な
資
料
を
活
用
で
き
る
。

【�

近
隣
市
町
の
状
況�
】

・
牧
之
原
市

　

24
年
６
月
議
会
か
ら
一

般
質
問
を
試
行
的
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
を
実
施
。

・
島
田
市

　

26
年
６
月
議
会
か

ら
生
中
継
と
録
画
映

像
の
配
信
を
開
始
。

・
焼
津
市

　

26
年
11
月
議
会
か

ら
本
会
議
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
生
中
継

と
録
画
中
継
配
信
を

開
始
。

３ 
町 

議 

会 

議 

員 

研 

修 

会

議　

員　

研　

修　

会

研 修 会 風 景

研 修 会 風 景
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議
会
広
報
推
進
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

増
田
　
剛
士

副
委
員
長　

大
塚
　
邦
子

　
　

委
員　

杉
本
　
幸
正

　
　
　
　
　
山
内
　
　
均

　
　
　
　
　
枝
村
　
和
秋

　
　
　
　
　
藤
田
　
和
寿

　

吉
田
町
商
工
会
会
員

の
若
手
後
継
者
お
よ
び

若
手
経
営
者
（
40
歳
以

下
）
で
組
織
し
て
い
る

青
年
部
。
部
員
は
現
在

53
人
で
26
年
度
部
長
は
、

大
石
和
友
氏
。

　

異
業
種
交
流
の
場
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を

念
頭
に
「
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
」「
吉
田
ま
き

の
開
発
、
販
売
・
飲
食

店
と
の
連
携
」「
ウ
レ

シ
丸
」
な
ど
の
事
業
展

開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
吉
田
ま
き
」
は
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
吉
田
町

の
特
産
品
「
ウ
ナ
ギ
、
シ
ラ
ス
、

レ
タ
ス
」
を
使
っ
た
巻
き
物
を

町
内
の
飲
食
店
に
商
品
化
を
呼

び
掛
け
、
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
26
年
度
事
業
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ウ
レ

シ
丸
」
を
作
製
し
今
後
ス
テ
ッ

カ
ー
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
製
作
し
Ｐ

Ｒ
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　

業
種
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
町
内
の
各
事

業
所
の
発
展
、
同
年
代
の
悩
み

な
ど
を
共
有
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

選挙に行こう!!
4月26日投票日
町長・町議会選挙

期日前投票  4月22日〜4月25日

地
域
経
済
の
活
性
化

を
め
ざ
し
活
動
中

AEDの使用方法紹介（女性フェスティバル）

吉田町商工会　青年部
おつかれさんです

イベントにて吉田まきを販売

各国の手料理を試食（ワールドフェスタ in yoshida）

ま ち の 話 題

吉
田
ま
き
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ウ
レ
シ
丸
」
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